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第
二
十
一
回
配
本
『
姫
路
市
史
』
第
二
巻

本
編
古
代
・
中
世
を
お
届
け
し
ま
す

本
曲
は
既
刊
の
第
八
巻
史
料
紺
古
代
・
中
世
l

お
よ
び
第
九
巻
史
料
編
中
世

2

に
対
応
す
る
も
の
で
、
姫
路
を
中
心
と
す
る
播
磨
の
、
古
代
か
ら
中
泄
を
経

て
織
既
時
代
に
い
た
る
雁
史
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
第
一
章
か
ら
第
三
章
は

古
代
、
第
四
章
か
ら
第
七
章
は
中
世
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

第
一
5い
で
は
、
播
磨
を
舞
台
と
し
た
品
紀
伝
承
を
手
が
か
り
に
古
代
播
附
の

情
勢
を
概
観
し
た
の
ち
、
大
和
政
権
の
成
立
と
政
治
体
制
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
露
播
磨
国
風
土
記
j
の
成
り
立
ち
と
そ
こ
で
描
か
れ
た
古
代

播
窮
の
交
通
や
風
土
、
「
は
り
ま
」
と
「
ひ
め
じ
」
の
地
名
起
源
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

第
二
卒
で
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
の
中
央
と
播
店
の
政
治
勁
，
皿

に
着
目
し
、
唐
に
よ
る
中
国
統
一
と
周
辺
諸
国
と
の
繁
張
関
係
を
機
に
わ
が
国

に
お
い
て
律
令
制
が
整
え
ら
れ
、
中
央
染
権
的
な
同
家
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過

程
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
木
筒
な
ど
発
掘
調
査
の
成
果
を
踏
ま

え
な
が
ら
播
刷
国
の
地
方
行
政
制
皮
、
社
会
経
済
、
仏
教
の
展
聞
な
ど
に
つ
い

て
詳
述
し
て
い
ま
す
。

第
三
卒
で
は
、
平
安
時
代
中
後
期
に
お
け
る
摂
関
家
の
勢
力
伸
張
と
そ
の
後

の
院
制
の
成
立
、
播
魁
国
受
領
の
動
向
を
取
り
上
げ
、
律
令
制
の
変
貌
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
書
写
山
円
教
寺
を
は
じ
め
と
す
る
寺
院
と
荘
園

の
初
期
の
姿
と
そ
の
後
の
発
展
を
概
観
し
た
の
ち
、
平
氏
政
権
の
興
亡
に
つ
い

て
記
述
し
て
い
ま
す
。

第
四
章
で
は
、
鎌
倉
政
権
成
立
後
の
播
府
国
に
お
け
る
地
域
変
動
に
沿
目
し
、

国
術
機
梢
と
守
設
勢
力
の
相
古
心
と
寺
社
文
化
の
典
隆
、
荘
園
の
開
発
と
経
営
・

相
論
な
ど
に
つ
い
て
多
而
的
に
概
説
し
て
お
り
、
こ
こ
で
い
よ
い
よ
赤
松
氏
が

登
場
し
ま
す
。

第
五
章
で
は
、
鎌
倉
都
府
の
滅
亡
と
建
武
政
権
の
成
立
を
と
り
あ
げ
、
赤
松

円
心
が
活
躍
し
た
軌
跡
を
史
料
に
基
づ
い
て
詳
述
し
て
い
ま
す
。
新
政
権
の
崩

壊
と
室
町
都
府
の
成
立
、
南
北
朝
動
乱
と
め
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
時
代
に
、

赤
松
氏
に
よ
る
播
庖
支
配
が
ど
の
よ
う
に
進
展
し
た
か
、
ま
た
、
そ
の
後
の
赤

松
氏
の
没
落
と
再
典
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

第
六
章
で
は
、
応
仁
の
乱
が
勃
発
し
全
国
的
に
争
乱
が
広
が
る
過
程
で
、
赤

松
氏
が
い
か
に
し
て
播
磨
支
配
を
回
復
し
た
か
、
山
名
氏
と
の
攻
防
を
中
心
に

詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
国
末
期
の
織
田
政
権
に
よ
る
播
磨
侵
攻

と
本
願
寺
勢
力
に
よ
る
抵
抗
に
つ
い
て
史
料
に
も
と
づ
い
て
丁
序
に
詳
述
し
て

い
ま
す
。

最
後
の
第
七
章
で
は
、
第
六
邸
に
引
き
続
い
て
織
田
政
権
の
武
将
で
あ
る
羽

柴
秀
吉
と
在
地
勢
力
の
戦
い
、
忠
田
宜
兵
術
の
活
躍
な
ど
播
磨
を
絣
台
に
天
下

統
一
が
進
め
ら
れ
た
過
程
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
詳
述
し
て
い
ま
す
。
後
半
で
は
、

既
臣
期
の
姫
路
城
と
城
下
町
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
、
特
に
、
播
聞
の
鋳
物

師
を
取
り
上
げ
、
野
里
鋳
物
師
な
ど
地
域
鋳
物
師
の
成
立
過
程
と
活
掘
を
史
料

に
も
と
づ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
多
く
の
方
に
熟
説
い
た
だ
き

た
い
と
顔
っ
て
お
り
ま
す
。



発刊当時のチラシにつき未刊と表示されている巻もありますが、姫路市史は全巻（１６巻２３冊）発刊済です。

充
｀

第一浮 大利l王権時代の播磨

第一節 記紀伝承にみえる播磨

第二節大和王権と播磨
第三節 播磨国風土記の泄界

第二浮 奈良•平安時代初期の播磨

第一節 奈良•平安時代初期の政治過程

第二節 播磨国の地方行政制度

第三節社会と経済

第四節仏教と神祇

第三't~: 平安時代中後期の播磨

第一節 律令体制の変貌

第二節性空と書写山

第三節 院政期の播磨

第四卒鎌倉時代

第一節 京・鎌危政権の成立と播磨

第二節 荘園公領制の社会と文化 .. 

第五洋 南北朝・室町時代

第一節 南北朝内乱と姫路

第二節 赤松義則・滴祐の時代

第三節 翔吉の乱後の播磨

第六ぷ戦国時代

第一節 応仁の乱と赤松・山名氏の抗争

第二節 赤松義村と浦上氏

第三節戦国の争乱

第四節 戦国期の社会と宗教

第七洋織豊時代

策一節織田政権と播磨

第二節 播磨をめぐる攻防

第三節 羽柴秀吉による播磨支配

第四節 既臣政権期の姫路支配

第五節 野里村代官芥田氏

第六節 織戯期の文化と宗教

第七節 野里鋳物師と芥田氏
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